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【活動場所】株式会社shoichi 倉庫
【実施日程】月曜～金曜（その他事業所が定める日）
【実施した生産活動・施設外就労の概要】
アパレルリサイクル業務（素材別の解体、タグカット、梱
包、検品）
衣料品の再生プロセスにおける精密な仕分け作業
【利用者数】20名

【アパレルの解体・リサイクル作業・仕分け作業】

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 特定非営利活動法人やさしいあおぞら 事業所番号 2713304752

住 所 大阪府大阪市西成区玉出中2丁目4-21 管理者名 山本 寿子

電話番号 070-8406-3160 対象年度 令和７年度

地域連携活動の概要

連携先企業名 株式会社shoichi 担当者名 大友 仁志

株式会社shoichiとの連携を通じて、環境負荷の低減と持続可能な
ファッションの推進に寄与する 。 リサイクル・アップサイクルの現場
に深く関わることで、利用者の専門スキル（繊維素材の知識等）を向上
させ、地域社会における障がい者の雇用機会と社会参加の場を拡大する
ことを目的とする 。

「作業手順の視覚化」を推進した結果、複雑な解体や検品作業においても、より高
い成果を出せるようになった 。利用者はリサイクル衣料の再生プロセスに携わるこ
とで「社会貢献の実感」をより強く抱くようになり、目的意識を持って取り組む姿
勢が定着。自信・やりがいにも繋がっている。

今後は作業手順のリスト化をさらに進め、作業精度向上と専
門スキルの習得を加速させます 。作業成果の可視化を通じて
利用者の社会貢献への自負を醸成し 、個々の特性に応じた環
境調整を行うことで、心身ともに安定して⾧く働ける体制
と、地域に根ざした循環型社会への寄与を両立させます。

SDGsの意義をさらに定着させるための環境意識の啓発を継続 。作業中
の体力・集中力のサポートするため、個々の特性に応じた休憩の確保や
作業環境のさらなる最適化を図る 。また、より高度な検品・分別作業
に対応できるよう、継続的な技術指導体制を強化していく。

連携先の企業等の意見または評価

「やさしいあおぞら」の皆様には、繊維ごとの分別や丁寧な解体といった人手・根気のいる作業を担っていた
だき、当社のサステナブルな事業活動において欠かせない力となっています 。作業工程の理解もさらに進み、
よりスムーズな連携も実現できました。今後も地域におけるSDGs達成のパートナーとして共に持続可能な社会
づくりに邁進していけることを期待しています。
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